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泉 岳 寺 前の 居酒屋の 隅で 私が、 こつぶ 酒 を 睨めな が 

ら 瞑想に 耽って ゐ ると、 奥で 亭主と 守吉の 激しい 口論 

であった。 

「こいつ 奴、 よく 喋 舌り やが るな ご 

「喋 舌る さ。 喋 舌ら れる のが 厭 だったら、 自分 こそ あ 

ん まり ケチな こと を 云 ふない ご 

「やい、 守吉、 俺 は ケチで 憤る んぢ やな いんだ ぞ。 気 

を つけろ 」 

亭主の 方 は 店に 遠慮して、 口のう ちに 癇癩を 嚙み殺 



「さあ 打て … … 殺さば 殺せ … … だ！」 

I 」 

亭主が 叫んだ かと 思 ふと、 コ キンと、 たしかに 守吉 

の 頭に 拳固が 鳴った。 

「あ ッ、 痛て え 痛て え、 やり や あがった な！」 

守吉 は、 おそらく 実際の 痛痒 を 倍に も 誇張した 底の、 

憎々 しい 居直り 声 を 張り あげて あらん 限りに、 

「畜 てえ、 てえ！ I 

と 絶叫した。 そして いつまでも それ を 連呼す るので 

あった。 さすがに 亭主の 方が 堪 りかね て、 

「何てえ、 始末の 悪い ガキ だら う！」 



である。 

「あ、、 畜てぇ て *ん 痛て え ソ ！」 

守吉 は、 手 脚で 激しく 畳 を 打ちながら 皮肉な 悲鳴 を 

挙げつ づけて ゐた。 

「しかし、 また、 何う したって えこと なの さ、 子供の 

頭を擲 るなん て …… 」 

堪 りかね た 一 人の 職工が、 亭主に 質問 を かける と、 

彼 は 益々 具合が 悪さう に、 うろうろして、 いや どうも 

と 紛らせながら、 奥に 向って、 

「おいおい、 好い加減に しろよ、 守吉、 煩せ ぇぢ やね 

え か …… 」 



ザ J の 日 も 私が 口笛 を 吹きな が ら 空地に さしかか ると、 

向 ふの 切株の 上に 陣羽織 姿の 大石 内蔵 之 介が 立ち あが 

つて、 いまや 打 入りの 太鼓 を 鳴らさう と 身 構へ てゐる 

ところであった。 やがて、 掛声と 共に 山 鹿 流の 太鼓の 

音が 物凄く 鳴り響い たかと 思 ふと、 八方の 草 むらから 

うしろ 鉢巻の 浪士 が、 どっと 鬨の声 を 挙げてお し 寄せ 

た。 —— 私 は、 邪魔に なって はいけ ない と 気づいた か 

ら 大急ぎで 坂 を 降りよう とした 時、 不図 横目で 見る と 

内蔵 之 介 は守吉 であるの が 知れた。 むか ふ は 必死の 勢 

ひで 通行人な どに は 気づき もしない らしく (それに 私 

は 嘗て、 その 遊びの 面白さに 釣られて 見物し ようとし 



たと ころが、 浪士 達が 急に てれて しまって 立 廻 リを中 

止して しまった ことがあ るので、 見えが くれに 駆け出 

したので ある。) 中学の 裏手に あたる 雨天 体操場の 吉 

良 邸へ まっしぐらに 攻め入る ところであった。 太鼓の 

音 は 次第に 急速 度に、 小 きざみに 消える かとお も ふと 

再び もとへ もどって 力一杯、 突 喊の脚 並 を ねらって 

颯々 と 鳴り響く のであった。 私 はいつ か 山門の 売店で 

陣太鼓 を 買った ことがあ るが、 それ は 力を入れて 打て 

ば 破れる ほどのお もちやで あるのに、 守吉の 太鼓 は あ 

まり 調子よ く 鳴り渡る の で 不思議に 思 つ て 遠くから 注 

意して 見る と、 何処から あんな 本物 を 探して 来たの だ 



ミ 将棋 も 知らなかった の だが、 最近 守吉に 依って 手 ほ 

どき を享 けたの だ。 

枝 原 達の 勝負が 終る がいな や、 厚紙の 盤 をもう 守吉 

は 有無な く 私の 方に 向ける ので、 あまりす すまない の 

であるが 私 も 駒 を 並べずに は をら れ なかった。 それに 

就いて 私 は 既に 守吉に 三千 円の 負債 を 負って ゐ るので、 

いや！ といへば 卑怯になる の だ。 守吉の 申出で、 一 

回の 勝負 を 私達 は 五 銭と 定めて ゐ たの だが、 実際のと 

リ ひきは その 単価で 行 ふとしても、 せめて 口 だけで は 

景気 好く 零 を 二 つ 加へ た 勘定で 話し合 はう ではない か 

I と、 それ も 彼の 発案で、 此方 も 賛成して ゐ たの だ。 



そして、 私の 負債が 一 万円 (実は 一 円) となったら 支 

払 ひ をす る こと を 約束して ゐ たの だ。 

その 時 は 私 も、 たは むれ ごころ で、 その 程度の 負債 

ならば 即座に 支払って 守吉の 笑顔 を 見る の も 一 興 だ、 

一 万円の 負債 を 払 ふな ど は 面白い と 思った ので あるが 

それからと 云 ふ もの 彼 は 往来な どで 出 遇っても、 大き 

な 声で、 

「何しろ 俺 は、 この 小父さんに 金の 貸が あるんだ から 

な！」 とか 「例の もの は 何時 払って 呉れる の、 あの ま、 

で 止め るん なら、 あれ だけで も 何とかして 貰 ひ 度い 

なご などと 真顔に なって 吹聴す るので、 少々 私 は 煩く 



ふと 他の 妄想に 走ったり、 のべつ に まくしたてる 守吉 

の 駄弁に 煩 はされ たりして、 くだらぬ ところで いち 時 

に 三 つも はさまれて しま ふので あった。 

「五 千円 —— あ、、 吾輩 は 終 ひに 五 千円の 金 持と なつ 

たか 俞： JK 喻决！ | 

「もう 一 番！」 

私 は 思 はず 膝 を 乗り出して 挑戦した。 

「飛んで 灯に 入る 夏の 虫 —— と は 手前え のこと だ。 さ 

あ、 寄れ、 寄らば 一 刀 両断で …… 」 

別段 彼 は 私 を 罵る わけで はなく、 口癖と なって ゐる 

芝居の 科白 を 滑 達に まくした てるの だが、 次第に 私 は、 



うかが ふ すら 息苦しかった。 

「 一 万 八 千円の 財産から、 一 万円 を 張り込む の は少々 

山 カン だが、 まあ 好いだら うご 

守吉 は、 陶然と 眼 を かすめて 意地悪る らしく 頤を撫 

でたり した。 

「 一 万円 宛で、 もう 二度 や るんだ ぞご 

考 へて 見る と 私 は、 その 時 三千 円の 支払 ひ 能力 すら 

皆無だった ので、 一挙にして 二 万の 金 を 攫 得して しま 

はう と 念じた。 

やがて 合戦 は、 黒雲 を はらんで じり /\ と 開始され 

た。 敵 も 左う であった が、 私 も 今度 こそ はじつ くりと 



りながら 憤懣 を充 して ゐ たと 見える の だ。 それが、 ま 

た、 すっかり 私の 口癖に なって しまって、 今でも 私 は 

稍と も すれば その 言葉 を 眩く のが 習慣だった。 いつの 

間に か守吉 は、 そんな 私の 口癖 を 聞き覚え たと 見える _ 

声色ば かりで なしに、 私が それ を 唸る 場合の 眼の 据ゑ 

方から 口の 歪めな リゃ、 首の 振り 具合まで も 守 吉は巧 

みに 模倣して ゐ たが、 今 は 有頂点の あまり 自身が、 当 

の モデルの 前で、 モデルの しぐさ を 真似て ゐ ると いふ 

こと さへ 気づかぬ 風で、 唸った かと 思 ふと、 ぼんく 

と 額 を 叩いて やにさがったり、 果て は、 物凄い ひよ つ 

とこ 口 をに ゆつ とば かりに 私の 鼻先 へ 突き出す が 如き 



驚いて、 唇の 色 を 変へ た。 同時に 彼 は 私の 卑怯な 心底 

を 見抜いた と 思 ひ 違へ て、 瞋恚の 眼 を 光らせながら、 

「打ち や あがった。 そんなに 口惜しい か —— 浪人 野 

.S5 ！ 」 

借金よ こせ —— 彼 は あらん 限りの 声で 絶叫す ると 一 

緒に、 転げる やうに 梯子段 を 駆け 降りた。 —— その 誤 

解が 二重に 私 を 逆上 させた。 私 は、 鷲摑 みに して、 口 

をお さへ てし ま はう として、 飛び か、 つたが、 思 はず 

脚 を 滑らす と、 家鳴り をた てゝ 梯子段 を 滑り落ちた。 

幸 ひに、 尻 を 落して 脚 を 先に 滑った ので 頭 を 打つ 危禍 

を 逃れた が、 その物 音で 階下の 人達が 飛び出す 騒ぎに 



なった。 

「ざま あ 見や がれ ご 

守吉は 崖の 上から 視 きこんで、 

「借金よ こせ/ \ ！」 

とば かりに 調子をとって 連呼した。 

守吉の 騒ぎ を 聞いて、 空地に あつまって ゐた大 高 源 

吾 や 堀 部 安兵衛 ゃ大 石カ彌 や、 その他 五六 名の、 各自 

に 飛道具 を携 へたい くさ 人達が 龃 けつけ て 来た。 



「何う したんだ い、 守ち やん、 早く 仕度 をして 来ない 

のかい ご 

彼等 は、 花火の 用意 をして、 星月夜の 今宵、 壮烈な 

夜襲 を 試みる 計画ら しかった。 —— 仲間の ものに とり 

巻かれた 守吉 が、 崖 下に 立って ゐる私 を ゆびさして、 

説明 を はじめたら しいので、 私 は 大きに あわて、、 

「違 ふぞ /\、 待って 呉れ、 守 吉の感 違 ひなんだ ご 

手 を 振りながら 近づいて 行く と、 彼等 は 一 斉に 軽い 

戦闘 気分 を 漂 はせ て、 私の 左右に 身 構へ た。 —— 私 は、 

決して、 勝負の 金 を 払 はぬ とい ふので はない、 守吉の 

饒舌が 煩に 堪へ ぬので、 憒 つてし まった の だ ：：： 。 



び やかな アンド ロメ ダ 星雲が 瞬いて、 牡牛 星に 導かれ 

た 「七 人の 花嫁」 が 微かに 流星の 彼方に 光り はじめて 

ゐた。 それ はさう と、 流れ星が 恰で 降る やう だ と 

私 は、 驚いて 眼を視 張ったら、 それ は 集合の 合図に 挙 

げられ る 上の空 地からの 花火であった。 いつも は、 

た、 V 音の する だけの 花火で あつたが、 今日の 空に は、 

五色の 玉 や、 滝の やうな 流星が、 止め 度 もな く 打ち 挙 

げられ てゐ た。 それらの 花火 を 私 は、 秋 空の 星雲と 見 

紛 ふたら しい。 未だ未だ 「七 人の 花嫁」 の 現れる 候で 

もない のに、 赤、 青、 黄と、 あまりに 眼ぢ かく 花嫁の 

行列が 明滅す るか と 思へば、 滝の やう に 降り か ゝる流 
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